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1. はじめに

コンクリート構造物の長寿命化を図るた

め，老朽化した既設躯体に対し補修・補強工

法が適用される．既設躯体への補修・補強工

法の適用により，機能・性能の回復または向

上および再劣化の防止が期待される．しかし

コンクリートの材料劣化により変質が生じ

ている場合，補修・補強材料との付着性に影

響が生じる． 

コンクリート水利構造物では，既設躯体の

セメント水和物から Ca 溶脱が発生すること

により，補修・補強材料との付着強度が低下

することが明らかになっている 1)．本研究で

はポリマーセメントモルタル(PCM)などの

無機系補修・補強材料を対象とし，母材モル

タルの Ca 溶脱と補修・補強材料の仕様，付

着強度の相互関係を分析する． 

2. 実験方法

本研究では，Ca 溶脱を促進した母材モルタ

ルと Ca 溶脱を行っていない母材モルタルへ

補修・補強材料を打ち継いだ供試体に対し，

付着強度試験を実施し，両材料間の付着強度

を評価した．母材モルタルには，普通ポルト

ランドセメントを使用し，水セメント比 50%，

砂：セメント=3：1 の配合のモルタルを用い

た．Ca 溶脱の促進には，先行研究 2)を参考に，

硝酸アンモニウム水溶液（濃度 480g/L）へモ

ルタルを浸漬させる手法を用いた．浸漬期間

は 14 日間とし，Ca 溶脱を行わない母材モル

タルは，この間水中で保管した．浸漬後，母

材モルタルの切断面を対象に，フェノールフ

タレイン溶液の噴霧による呈色状況と，

microXRFを用いて計測したCa濃度分布から

Ca 溶脱深さを評価した． 

その後，それぞれの母材モルタルを内径

50mm の円柱状に成形したうえで，母材モル

タル表面へプライマーの塗布を行った．プラ

イマーには代表的な 3 種類として，ポリアク

リル酸エステル系(P)，エチレン酢酸ビニル

系(E)，エポキシ樹脂系(C)を使用した．プラ

イマーの塗布後，代表的なポリマーとしてポ

リアクリル酸エステル系(P)・エチレン酢酸

ビニル系(E)・スチレンブタジエンゴム系(S)

を混和した 3 種類の PCM を打設した．PCM

の養生期間 28 日以降にせん断付着強度試験

を実施し，Ca 溶脱状況や補修・補強材料の仕

様と，付着強度の相互関係を分析した．今回，

付着強度を評価する手法としてせん断付着

強度試験を実施した理由は，応力が発生する

領域を付着界面付近に限定することが可能

であることから，Ca 溶脱作用によって脆弱と

なった母材モルタル部での破断の発生を抑

制できると考えたためである． 

試験条件の一覧を Table 1 に示す．いずれ
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Table 1 試験条件 

Test conditions 

Specimen Primer PCM P/C[%] W/C[%] 

CP C P 10.0 30.00 

PP P 30.00 

CE C E 37.23 

EE E 48.95 

CS C S 32.58 

PS P 35.28 

ES E 39.42 
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の試験条件においても，母材モルタルへCa溶

脱作用を施した供試体，施していない供試体

の 2 種類を用意した．  

3. 結果と考察 

Fig. 1 に，Ca 溶脱を促進した母材モルタル

のフェノールフタレイン溶液による呈色状

況を示す．また，Fig. 2 に microXRF による

Ca 濃度分布を示す．Ca 溶脱を促進させた母

材モルタルでの Ca 溶脱深さは，平均 5mm 程

度であった． 

 Fig. 3 に，せん断付着強度試験の結果を示

す．供試体 EE を除いた全ての組み合わせで

Ca 溶脱をさせた供試体の方が，せん断付着強

度が小さくなった．ただし Ca 溶脱を施した

供試体の場合，付着界面ではなく母材モルタ

ルの脆弱部で破断する例が多く見受けられ

た．そのため実際の界面の付着強度は，Fig. 3

の試験結果よりも大きい可能性がある． 

 ポリアクリル酸エステル系(P)のポリマー

を混和させた PCM を打ち継いだ条件で，プ

ライマーの種類による影響を比較すると，溶

脱無しの CP と PP の付着強度はほぼ同様で

ある．溶脱有りの場合も，CP と PP の付着強

度は近しい値を示した．エポキシ樹脂系のプ

ライマー(C)を塗布した条件では，プライマ

ーP や E と比較して，ポリマーの種類や Ca

溶脱の有無に関わらず，比較的大きな付着強

度を発現した．これは，吸水調整材として塗

布するプライマーP や E と異なり，プライマ

ーC が接着剤としての機能を期待するエポキ

シ樹脂系プライマーであるため，Ca 溶脱によ

り空隙の増加した母材モルタルの脆弱部を

強化するとともに，打ち継いだ PCM との接

着性を向上させたためであると推察する． 

4. まとめ 

 Ca 溶脱作用の有無に伴う母材モルタルと

補修・補強材料の付着性への影響について検

討を行った．その結果，Ca 溶脱作用は付着性

の増減に影響を与えるが，同時に補修・補強

材料の仕様も付着性へ影響を及ぼすことが

確認された． 
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Fig. 3  せん断付着強度 
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Fig. 1 フェノールフタレイン溶液による呈色状況 

Color reaction by phenolphthalein solution of mortar subjected to 

accelerated leaching 

 
Fig. 2  microXRF による Ca 濃度分布 

Distribution of Ca by microXRF 
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